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2024年 9 月期 第 1 四半期決算 質疑応答集 

 

この質疑応答集は、2024 年 2 月 14 日（水）の 2024 年 9 月期 第 1 四半期決算発表以降に、株主・投資

家の皆様からいただいた主なご質問とその回答をまとめたものです。なお、ご理解いただきやすいよ

う、一部内容の加筆・修正を行っております点、ご容赦ください。    

 

 

【2023年 9 月期第 1 四半期決算 ご参考資料】 

■決算短信 

https://contents.xj-

storage.jp/xcontents/AS81305/35493f4d/6329/4392/afc5/3834ec93c870/140120240214536946.pdf 

 

■決算説明資料   

https://contents.xj-

storage.jp/xcontents/AS81305/d4be6b0c/aed2/4635/a9e7/9fa7231744c1/140120240214536994.pdf 

 

 

 ＜本件に関するお問い合わせ先＞  

株式会社ツナググループ・ホールディングス  

お問い合わせフォーム  https://tghd.co.jp/contact/ 
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【質疑応答集】 

Q.2024 年９月期の成長投資実施項目について、Qごとの投資内訳分はどうなっているか。 

 

A. Q ごとの内訳詳細については開示しておりませんが、最も大きいオフィス費用に関しては移転が決ま

っているため、毎月々原状回復費用や減価償却を行っております。 

移転が第 4 四半期になりますので、最終の引越し費用に加え二重家賃の関係で第 4 四半期が少し多く

なっております。 

また、その他の費用に関しましては、通期利益着地を鑑みてコントロールしておりますが、第 1 四半

期は計画通りに進捗しております。 

 

 

Q. セグメント別業績でその他利益の割合が多い理由とヒューマンキャピタル事業利益が落ちている理由。 

 

A. ホールディングスからの役務提供が想定より多く発生したため、その他セグメントの費用が大きくな

ったことにより HC セグメント利益が減少しておりますが、実質的にはセグメントが生み出す収益自

体は売上に比例して増加しております。 

こちらにつきましては、グループ各社間の取引に影響するものであり、誤解を招くものだと考えてお

りますので、セグメントの在り方から見直しております。 

 

 

Q. 2024 年問題の影響で 2024年 9 月期の業績予想にも大きく反映されることを見込まれているか。 

 

A. 2024 年問題については一部顧客では昨年末から既に業績に入っており、倉庫関連の受託は増えており

ますが、物流業界側の受け入れ体制変更が遅れているため、今期業績については保守的に見込んでお

ります。 

 

 

Q.業績の季節性について。 

 

A. アルバイトパートを中心とした採用活動が活況になるのが年度末の 3月（当社 2Q）にあたるため、 

当社としても採用ご支援のニーズが高まる時期となり、2Qは売上高が高くなりやすい傾向にあります。 

 

 

Q. 2024 年 9 月期 第 2 四半期以降の見通しについて。 

 

A. 利益に関しましては、想定より好発進のため事業への成長投資を前倒して行うことを検討しておりま

す。具体的には以前開示させていただきました業務提携に関してヒトモノカネを加速的に投下し事業化を

急ぐといったこととなります。 

一方で、人材業界全体がコロナ禍からの急回復による採用難が加速しており、各企業が次の打ち手を求め

ている状態となっております。そのため、一番短期的に増減する求人募集はひと段落し、定着や業務ポー

トフォリオ（従業員×AI・機械×アウトソーシング）の見直しなど根の深い課題へ移行することが考えら

れます。こちらの課題は各企業様の仕組みから変えていくこととなりますので、収益の認識され方や時期

が変わってくることも想定しております。 

 

 

 

以上  


